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平成２９年度益田市社会福祉協議会事業報告 

 

社会福祉法人益田市社会福祉協議会 

【 概 要 】 

○ 本年度より本格施行された改正社会福祉法により、社会福祉法人は、経営組織のガバナンス強

化、事業運営の透明性の向上、財務規律の強化等、組織運営に関わるさまざまな変革が求められ

るようになった。この変革を契機として、更に経営の主体性と自律性を高め、本会の役割や存在

意義が広く知られ、多くの方から理解と協力が得られるような取り組みをしていく必要がある。 

 

○ こうした状況の中、本会としては、社会福祉法の改正に伴い定款変更を行う中で、理事定数を１

７名から１３名以上１５名以内へ、評議員定数を４３名から２３名以上２８名以内へと変更した。

４月１日から新評議員２８名の任期がスタートし、６月には任期満了により役員改選が行われ、新

たに理事１５名及び監事３名が選任された。その中で、齋藤 眸前会長、吉川富男前副会長の後を

受けて、新たに末成弘明会長、田中 敦副会長が就任した。 

 

○ また、新たな社会福祉制度に対応するとともに、社協本来の使命と責任を果たすため、経営組織

の更なる機能強化を目的とし、７月１日付けで組織改編を行った。主には、これまで兼務していた

常務理事と事務局長を専任化するとともに、これまでの２部制から「総務部」「地域福祉部」「総

合企画部」「介護事業部」の４部制へと変更した。 

 

○ 近年、前年度繰越金を繰り入れての事業実施が続いていることから、市の担当部局と協議や要望

を重ねてきたところだが、市の財政状況も厳しいことから、市補助金や美都・匹見地域高齢者福祉

施設指定管理料は、本会の要望額には大きく及ばない結果となり、今後の安定的かつ持続的な経営

に非常に大きな不安を抱えることとなった。 

 

○ そうした中にあって、美都・匹見地域高齢者福祉施設（５ヶ年）、匹見保育所（５ヶ年）、児童

館（２ヶ年）は、本年度から新たな指定管理期間がスタートしたわけだが、昨年度実施した美都・

匹見地域高齢者福祉施設における給食調理業務の入札において、従来の委託業者が撤退したことな

どから業務委託料が大幅な増額となり厳しさを増した。現在の厳しい経営状況からも、引き続き新

委託業者と粘り強く減額交渉を重ねていく。 

 

○ 本年度の主要事業として、平成３０年度からの５年間を計画期間とする「第３期益田市地域福祉

計画・地域福祉活動計画」を益田市と一体となり策定した。本計画の基本理念は、２期計画と同

様「みんなで支えあい、助けあう福祉のまちづくり」とし、その実現に向けて、行政、地域住民、

民生児童委員、社会福祉法人・施設、関係機関・団体等と連携・協力して生活・福祉課題の解決を

図り、誰もが安心して暮らすことのできる地域福祉の更なる発展に努めていくこととした。 

 

１．あんしん生活支援センター事業の推進 

（１）あんしん生活支援センターによる包括的支援体制の整備 

身近な総合相談窓口として、住民から寄せられるあらゆる生活・福祉課題の課題解決に向け

て、行政、民生児童委員、関係機関・団体等との連携・協働を図りながら、生活支援課の各種

事業の包括的な事業推進により支援を行った。センター全体での相談件数は２５３件（月平均

２１件）だった。 
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（２）総合相談事業 

  ①ふれあい福祉相談 

    毎月第２金曜日、計１１回のふれあい福祉相談を行った。開設した相談日の来所相談は１件

のみだったが、それ以外に一般相談が８３件（月平均６．９件）あった。 

  ②法律相談 

  毎月第２金曜日、美都支所・匹見支所における各１回の移動相談を含めて、計１３回の法律

相談を行い、２４件の相談があった。 

  ③老人・母子相談 

    隔月２回（第２・４金曜日）、計２３回の老人・母子相談を行った。１５件の相談があった。 

  ④電話訪問 

民生児童委員女性部の協力をいただき、毎週水曜日、一人暮らしの高齢者等登録者８０名に

電話をし、安否確認や相談対応を行った。電話内容は「日々の生活」に関するものが約９割を

占めた。 

（３）福祉資金貸付事業（民生融金・生活福祉資金） 

経済的な支援を必要とする相談が延べ６７件あり、３４件の福祉資金の貸付を行った。 

①民生融金 

  民生児童委員の協力を得て、低所得者に対し生活に緊急一時的に必要な資金を貸し付けた。

貸付者のうち１３件のケースを生活困窮者自立支援事業につなぎ、継続的な支援を行った。 

資金種別 平成２９年度 平成２８年度 

緊急生活費 ９件  ８７，０００円  ３４件  ３３３，０００円  

食生活 費 １２件  ５６０，０００円  ６件  ２７０，０００円  

福 祉 費 １件  ５０，０００円  ０件  ０円  

住 宅 費 ５件  ４００，０００円  ７件  ５２１，０００円  

介 護 費 ０件  ０円  ０件  ０円  

修 学 費 ２件  １９０，０００円  ４件  ４００，０００円  

療 養 費 ２件  ２３０，０００円  ４件  ４３０，０００円  

災 害 費 ０件  ０円  ０件  ０円  

計 ３１件  １，５１７，０００円  ５５件  １，９５４，０００円  

②生活福祉資金 

島根県社協の委託を受け、低所得者、障がい者または高齢者に対し必要な資金を貸し付ける

生活福祉資金貸付事業を行った。福祉資金として、３件３，００８，０００円（療養費２件、

障がい者自家用車購入１件）の貸付を行った。また、１０月２７日に生活福祉資金貸付調査委

員会を開催した。 

（４）入居債務保証支援事業 

    島根県社協との連携・支援のもと、賃貸住宅への入居にあたり保証人が確保できない人への

支援として、入居債務保証支援事業運営委員会（年４回）を開催し、本事業の利用について審

議した。 

 平成２９年度 平成２８年度 

相談件数 ９件  ５件  

利用件数 ８件  ３件  

※利用件数８件のうち新規契約が５件、再契約が３件。利用者全員が生活保護世帯 

（５）生活困窮者自立支援事業 

    生活保護に至る前の生活困窮者に対する第２のセーフティネットとして、益田市から委託

を受け、自立相談支援事業、家計相談支援事業を実施し、生活困窮者の自立の促進を図った。
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支援調整会議を毎月開催し、支援計画の適切性の協議や終結時の評価等について協議した。ま

た、１０月２１日、「誰もが住みやすいまちづくりをめざして～制度のはざまを考える～」

を演題とする大阪府・豊中市社協 勝部麗子氏による講演会を開催した。（参加者８９名） 

 平成２９年度 平成２８年度 

相 談 件 数 ３４件  ３７件  

プラン作成･決定件数 ２１件  ２０件  

※相談内容の１位は「収入、生活費のこと」、２位は「家賃・ローンの支払いのこと」 

（６）フードバンク事業 

    食べるものがなく困っている人への緊急支援とし、食料品を提供した。協力者１００名の方

から提供をいただいた１，１７２品の食料品の中から、２９名と３団体に対して、延べ８７件

の食料支援を行った。うち生活困窮事業支援者１２名に対して、延べ２５件の食料支援を行っ

た。（生活保護世帯３２件、一般世帯１５件、障がい者世帯８件、子ども食堂２０件） 

 平成２９年度 平成２８年度 

相談件数 ８８件  －件  

支援件数 ８７件  ２２件  

協力者数 １００名  ６７名  

品  数 １，１７２件  ６７６件  

（７）日常生活自立支援事業 

    島根県社協からの受託事業として、判断能力に不安のある高齢者、知的障がい者、精神障が

い者など利用契約者７６名に対し、専門員２名、生活支援員２１名により、福祉サービスの利

用援助、日常的金銭の管理、書類等の預かりサービスを提供した。 

 平成２９年度 平成２８年度 

生活支援専門員数 ２名  ２名  

生 活 支 援 員 数 ２１名  ２３名  

問合せ・相談件数 １，３９７件  １，４１３件  

実 利 用 者 数 ７６件  ７２件  

新 規 契 約 件 数 １６件  ９件  

解 約 件 数 １４件  １０件  

（８）法人後見事業 

    法人後見受任ケースに対し、適正な財産管理と身上監護に努めた。法人後見受任審査等運営

委員会を２回（７月３１日、１月２９日）開催し、新規の受任について審査を行った。また、

受任件数の増加に対応するため、９月から、新たに法人後見支援員（パートタイマー）を１名

配置した。 

 平成２９年度 平成２８年度 

新規受任件数 ４件  １件  

継続受任件数 ３件  ３件  

計 ７件  ４件  

（９）市民後見推進事業 

    益田市の委託を受けて、市民後見人の養成や事業の周知・啓発に努めた。市民後見推進事業

運営委員会を年４回開催し、市民後見人の活動体制について協議をした。また、各地区振興セ

ンターや高齢者サロン等へ積極的に出向いての出前講座（延べ１６団体、３２５名受講）を実

施した。市民後見人養成講座では、「市民後見人スキルアップ講座」（全４回）を開催し、延

べ６３名の受講をいただいた。そして、毎月開催の益田・鹿足成年後見センター定例会に出席
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し連携を図る中で、８月２６日、同センターとの共催で、「市民後見人の必要性について」を

演題とする大分大学福祉健康科学部長 衣笠一茂氏による講演会を開催した。（参加者８３名） 

 

２．地域福祉事業の推進 

（１）第３期益田市地域福祉計画・地域福祉活動計画の策定 

益田市の地域福祉計画と益田市社協の地域福祉活動計画を一体的に策定した「第２期益田

市地域福祉計画・地域福祉活動計画」（計画期間：平成２５～２９年度の５年間）が最終年

度を迎えたことから、益田市地域福祉計画・地域福祉活動計画策定委員会を開催し、２期計画

の進捗状況を評価するとともに、「第３期益田市地域福祉計画・地域福祉活動計画」（計画期

間：平成３０～３４年度の５年間）を、２期計画と同様、益田市と一体となり策定した。 

（２）ふれあいのまちづくり事業 

ご近所福祉活動の推進を図るため、地域の自治会、地区社協、地域自治組織等へ働きかけ、

計７ヶ所に出向いて支え合いマップづくりの普及・促進に努め、小地域福祉ネットワーク活動

の更なる充実に取り組んだ。 

また、津和野町社協・吉賀町社協と共催し、９月２７日に「ふれあいネットワークまちづく

り研修会」を開催し、１３６名の参加者があった。研修会では、横浜市旭区社協 梅木博志氏

による、災害時に備えた支え合いマップづくりについての講演と事例説明を行った。本研修会

の開催を通じて、３社協職員による定期的な連携会議及び研修会を行い、益田圏域における支

え合いマップづくりの推進に努めた。 

（３）地区社協及び各種福祉団体の活動支援 

    地区社協の活動支援と事務局強化のため、財政支援を行った。６月７日に地区社協会長事

務局長会議を開催し、本会の事業説明と事業協力のお願いをした。地区社協のない美都・匹

見地域においては、当該地区振興センター長等に事業説明を行った。 

    また、市内の各種福祉団体が実施する福祉活動に対して助成するなどの支援をした。美都

・匹見支所では、介護者の会、老人クラブ、障がい者団体、匹見地域福祉委員会等の事務局

として、組織の活性化と福祉活動の充実に努めた。 

（４）地域福祉活動助成事業 

    地域福祉活動助成金交付要綱に基づき開催した審査会（年３回）での審査結果に従い、助

成決定した先駆的・モデル的な地域福祉活動に対し、助成金を交付した。 

 平成２９年度 平成２８年度 

助成団体数 １０団体  ９団体  

助成総 額 １，１２７，９００円   １，４１２，６６６円   

（５）ふれあい・いきいきサロン事業 

    高齢者等が身近な場所で気軽に集うことで、閉じこもり防止や健康増進、介護予防等を促進

することを目的とし、高齢者サロンの設置促進に努めた。市との共催で「介護予防研修会・ふ

れあい・いきいきサロン交流会」を開催し、世話人や会員の研修や交流の場を提供した。また、

安定的なサロン活動ができるように、申請のあった６７サロンに対し助成金を交付するなど、

活動を支援した。 

 平成２９年度 平成２８年度 

新規サロン件数 ５件  ２件  

継続サロン件数 ７６件  ７６件  

計 ８１件  ７８件  

（６）高齢者サロン等交流会助成事業 

    高齢者サロンが行う他のサロンや団体等との交流事業に対し、申請のあった９サロンに対
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し助成金を交付した。 

 平成２９年度 平成２８年度 

助成件数 ９件  ９件  

助成総額 ３４７，０００円  ２８７，０００円  

（７）ふれあい子育てサロン事業 

新規サロンの設置はできなかったが、申請のあった継続活動中の６サロンに対し、助成金の

交付により活動を支援した。 

 平成２９年度 平成２８年度 

新規サロン件数 ０件  １件  

継続サロン件数 １１件  １０件  

計 １１件  １１件  

（８）多目的福祉バス運行事業 

    市内の各種福祉団体が行う福祉活動や研修などの支援のため、市内を範囲として福祉マイ

クロバスを運行した。 

 平成２９年度 平成２８年度 

延べ利用団体数 １４２団体  １１５団体  

延べ利用者数 ３，０９３名   ３，３００名   

（９）広報・啓発機能の充実強化 

①機関誌発行事業 

  社協事業のＰＲや福祉団体等の活動状況などを紹介することにより、福祉意識の啓発を図る

ため、社協だより「はぁーてぃ」を６回発行し、全世帯に配布した。また、親しみやすくわか

りやすい紙面づくりをめざして、発行にあたり「社協だより編集会議」や「広報運営委員会」

を開催し、掲載記事の内容について検討した。 

②社協ホームページ事業 

  社協ホームページ内で掲載している「新着情報」「ふれあい通信」などを適宜更新し、リア

ルタイムの情報提供に努めた。 

（10）友愛メール発送事業［美都支所］ 

美都郵便局との協力事業として、希望する一人暮らし高齢者に対し、季節のお知らせ等を掲

載した友愛メール「お元気ですか」を毎月１回郵送し、配達する郵便局員による一声運動によ

り安否確認に努めた。 

（11）安心お買い物宅配サービス事業［匹見支所］ 

    事前登録の１６世帯のうち、利用希望のあった４世帯に対し、安心お買い物宅配サービス

「匹見らくらく便」を実施した。注文のあった品を利用者宅へ延べ７８回届けた。 

また、利用者同士の交流を図るとともに、自ら目で直接見て買い物ができるように、「ら

くらくサロン」を４回開催した。 

（12）小型除雪機・祭壇・車いす貸出事業［匹見支所］ 

    申請のあった希望者の対し、常備している小型除雪機、祭壇、車いすを貸し出した。 

（貸出件数 除雪機１８件、祭壇２件、車いす１１件） 

（13）益田市総合福祉センター事業 

    益田市の指定管理を受け、老人福祉センター及び母子福祉センターとして、また地域福祉の

活動拠点として、その機能が発揮できるように、「益田市総合福祉センター」の適正な運営管

理に努めた。福祉団体などが行う会議や研修等の貸館事業のほか、老人・母子講座の開催や老

人・母子相談等を行った。 

（14）社会福祉法人・福祉施設との連携・協働による地域公益活動の推進 
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市内の主だった３つの社会福祉法人、保育研究会とともに、「益田市社会福祉法人連絡会（仮

称）準備会」を開催し、「益田市社会福祉法人連絡会（仮称）」の設立に向けて、方向性を協

議・確認した。 

（15）益田市社会福祉大会の開催 

    １１月３０日、グラントワにおいて「第３５回益田市社会福祉大会」を開催した。式典にお

いて益田市社協会長表彰及び感謝状を贈呈した後、少年の主張益田市大会で優秀な成績を収め

た中学生３名の発表や、金子みすゞ記念館館長 矢崎節夫氏による「みすゞさんのやさしいま

なざし～みんなちがって、みんないい～」と題しての講演を行った。約２５０人の参加があっ

た。 

（16）各種表彰候補者の推薦 

    島根県社会福祉協議会会長表彰・感謝、島根県知事感謝など、社会福祉法人・福祉施設、関

係機関・団体等に各種表彰候補者の推薦を依頼するとともに、申請があり表彰対象となる候補

者の推薦書を依頼団体に提出した。 

（17）益田市民余芸大会の開催 

    山陰中央新報社、益田市、益田市社協の共催により、１２月１７日、「第３９回年忘れ益田

市民余芸大会」をグラントワにおいて開催した。１７団体の出演と、約１，０００人の来場者

があった。収益金５５万円のうち３３万円を歳末たすけあい募金へいただいた。 

（18）児童福祉対策事業の推進 

①益田市立児童館［本所］ 

    益田市の指定管理を受け、「益田児童館」「吉田児童館」「高津児童館」「飯田児童館」の

４児童館の管理運営を行った。市の児童館のあり方検討会の提言を受け、本年度から、開館時

間の１時間短縮、木曜日の休館日が追加され、指定管理期間も平成３０年度までの２年間に短

縮されるとともに、指定期間終了後は児童館を廃止しし、新たな「子育て支援施設（仮称）」

への転換をめざすという方向性が示された。そうした中で、これまでの４館合同による「児童

館長会」のほか、個別ごとの館長会議を開催し、今後の施設のあり方等について協議検討を重

ねたが、市から具体的な提示がなく混沌とした。 

    また、各児童館において運営委員会を開催し、児童館行事や今後の児童館のあり方等につい

て協議をした。 

〔児童館利用者数〕 

 平成２９年度 平成２８年度 

幼児 児童 生徒 大人  計（人）  計（人） 

益田児童館 ８０２ ３７６７ ２０７ ２９２７ ７，７０３ ７，４７６ 

吉田児童館 ２４２ １８９８ １３７ １９３４ ４，２１１  ４，９８０ 

高津児童館 ３０６ ６０１ １２０ ７１６ １，７４３ ２，０３３ 

飯田児童館 ２１０ ８８７ ２９５ ２８６７ ４，２５９ ５，０５９ 

 計（人） １５６０ ７１５３ ７５９ ８４４４ １７，９１６ １９，５４８ 

平成２８年度 １３９８ ７８８４ ９７６ ９２９０ １９，５４８  

②美都地域子育てサロンの設置・運営［美都支所］ 

    子育てをする親の不安や負担軽減を図るとともに、子育ての喜びや夢を持ち続けられるよ

うに、子育てサポーター等の協力のもと、「美都地域子育てサロン」を１４回開催し、延べ

１６９名の参加があった。（都茂会場、東仙道会場ともに各７回開催） 

③益田市立匹見保育所［匹見支所］ … 職員１１名（正規４、嘱託５、パート２） 

益田市より本年度から５ヶ年の指定管理を受け、匹見地域における唯一の保育所として適正

な管理運営に努めるとともに、「自然を通して生きる力を育てる」の保育指針に基づいて児童
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の健全育成に努めた。 

 平成２９年度 平成２８年度 

３歳未満   

 月平均利用者数 ７名  ４名  

年延べ利用者数 １，５５７名  １，０１７名  

 ３歳以上   

 月平均利用者数 ８名  １１名  

年延べ利用者数 １，８３２名  ２，３５５名  

一時保育延べ利用者数 １１名  ６名  

休日保育延べ利用者数 ２８名  １６名  

延長保育延べ利用者数 ７６名  ７０名  

低学年受入延べ利用者数   ８４９名  ７７０名  

年間延べ利用者数合計 ４，２４９名  ４，１４８名  

 

３．ボランティア・福祉教育の推進 

（１）ボランティアセンター事業 

    ボランティア活動への関心を高め、活動への参加促進を図るため、益田市ボランティアセン

ターの運営を行った。ボランティア活動に関する相談・コーディネートや情報提供を行うとと

もに、ボランティア活動の担い手となる人材の育成に努めた。 

  ①ボランティア活動の促進・サポート 

ボランティア活動に関する相談受付窓口となり、ボランティア活動希望者と活動を必要と

する募集者のコーディネート役として情報提供や調整等を行った。また、ボランティアセン

ターが常備している高齢者疑似体験グッズやユニバーサルスポーツ用品等の貸し出しを行っ

た。そして、ボランティア表彰に関する情報提供や候補者・団体の推薦等を行った。 

②ボランティア保険への加入促進 

  安心してボランティア活動が行えるように、ボランティア保険の受付窓口として加入手続

きを行うとともに、加入助成を行った。 

 平成２９年度 平成２８年度 

活動保険   

 個 人 ２４５名   ２３３名   

団 体 

（延べ人数） 

６５団体  

（１，３９１名）  

５８団体  

（１，４６０名）  

 行事用保険   

  加入件数 

（延べ人数） 

１００件  

（３，１４３名） 

１０９件  

（３，１４３名） 

③ボランティアに関する広報・啓発 

「ますだボランティア情報」を２回発行し全戸配布するとともに、市内福祉施設のボランテ

ィア情報を掲載した「ボランティア情報誌」を発行し関係機関に配布するなど、ボランティア

に関する広報・啓発に努めた。また、「民間助成ニュース」の発送など、各種民間助成金情報

を適宜関係機関・団体に情報提供するとともに、相談対応を行った。 

  ④益田市ボランティア連絡会の活動支援 

    益田市ボランティア連絡会の事務局として、総会、役員会、研修会、交流会等の開催などの

団体事務・運営を行った。 
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⑤ボランティア研修会の開催 

３月２３日、益田市ボランティアセンター研修会を開催した。「ボランティア・日常に役立

つ傾聴入門講座～温かな聴き手を目指して～」と題して、日本傾聴ボランティア研究センター

理事長 澤村直樹氏の講演を行った。 

⑥災害ボランティアセンター設置運営訓練の実施 

平成２８年度に改訂した「益田市災害ボランティアセンター設置・運営マニュアル」に基づ

いて、災害発生時において迅速かつ的確に被災者支援活動が行えるように、８月２９日～３０

日、島根県社協とともに「災害ボランティアセンター運営者・運営支援者養成講座」を開催し、

運営者側の研修と地域住民参加による災害ボランティアセンター設置・運営訓練を行う中で、

実践確認をした。また、１０月２８日の益田市防災訓練に参加し、災害ボランティアセンター

運営訓練を実施する中でその実効性をさらに高めた。 

（２）サマーボランティアスクールの開催 

学校・施設等の協力のもと、夏休み期間を利用して、中学生及び高校生を対象としたサマー

ボランティアスクールを開催した。本年度より、新たに益田・吉田地区の保育施設（１０ヶ所）

の協力をいただき、全４２施設（うち３３施設で実施）での体験活動を可能にしたこと、さら

には活動期間を３週間に拡大し、希望者には複数施設での体験活動を可能とした。そうした保

育施設の増加と活動期間の拡大等により、保育施設への活動希望が集中したものの昨年度の２

倍以上となる、１４７名の参加があった。本事業の実施にあたり、５月２６日に合同説明会、

７月１７日に開講式、７月２４日～８月１０日に体験活動の実施、１月３０日に意見交換会を

開催した。 

 平成２９年度 平成２８年度 

中 学 生 ９校  ９１名  ８校  ５２名  

高 校 生 ４校  ５６名  ３校  １６名  

計 １３校  １４７名  １１校  ６８名  

（３）福祉教育指定校の支援 

    市内の小・中・高等学校の児童・生徒を対象に、福祉への理解と関心を高め、思いやりの心

を育てることを目的とし活動する学校支援として、申請のあった３０校（小学校１５校、中学

校１２校、高等学校２校、養護学校１校）に対し、総額１，５８９，２００円の福祉教育助成

金を交付した。 

（４）出前手話講座の開催 

    益田市聴覚障害者協会（講師）とあゆみの里（手話通訳）の協力を得て、申請のあった市内

の小・中・高等学校（８校、３５６名）に出かけ、手話講座を開催した。 

 平成２９年度 平成２８年度 

小 学 校 ４校  １５３名  ４校  １３９名  

中 学 校 ３校  １８４名  ３校  １６５名  

高等学校 １校  １９名  ２校  １０８名  

計 ８校  ３５６名  ９校  ４１２名  

（５）福祉出前講座の実施 

地域の福祉力を高めることを目的とし、職員が講師役となり、地域に出かけるなどし「福

祉出前講座」を３２回実施した。 

 平成２９年度 平成２８年度 

実 施 件 数 ３２件  ３４件  

延べ受講者数 ６９９名  ６８１名  

（６）あいサポート運動の推進 
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    多様な障がいの特性や配慮などを理解し、日常生活の中で障がい者が困っている場面を見

かけたときに声かけやちょっとした手助けを行う「あいサポーター」を普及させるため、「あ

いサポーター研修」を１１回実施した。（受講者４９０名） 

 

４．在宅・施設サービスの推進 

  高齢者や障がい者が可能な限り住み慣れた地域で自立した生活が送り続けられることができるよ

う、介護サービス事業や障害福祉サービス事業を実施した。本所介護事業部による各施設・事業所

を定期的に巡回しての点検・指導により、適正な管理運営と質の高いサービス提供に努めた。 

 

＜本所＞ 

   本所における全介護事業所の介護保険事業収入額は、前年度比９６．３％、▲２，２６１千円の

減収となった。近年、全体的に在宅の利用者が施設入所を選ぶ傾向にある中、介護度の高い利用者

が入所・死亡されたことに伴い、居宅介護（▲８８．７％、▲１，７８９千円）、訪問介護（▲９

５．１％、▲１，３８６千円）が大幅に減少した。 

（１）指定居宅介護支援事業所 … 職員５名（正規４、パート１） 

    要介護者等からの相談・依頼を受けて、適切な介護サービス等が利用できるように、サービ

ス事業所や関係機関と連携・調整し、居宅サービス計画（ケアプラン）の作成等を行った。７

月より特定事業所加算（加算Ⅱ）を取得した。 

 平成２９年度 平成２８年度 

月平均利用者数 ９０．６名  １０１．２名  

延べ利用者数 １，０８７名  １，２１４名  

（２）指定訪問介護事業所 … 職員１３名（正規３、嘱託１、パート９） 

    身体介護や生活援助が必要な家庭にホームヘルパーを派遣し、食事・排泄介助、調理、洗濯

等のサービスを提供した。今年度から介護予防･日常生活支援総合事業が始まり、要介護認定

の更新により順次移行した。 

 平成２９年度 平成２８年度 

月平均利用者数 ６１．６名   ６５．６名   

月平均訪問回数   ４９９．３回   ６５０．９回   

月平均訪問時間数 ４３８．４時間  ６１５．０時間  

延 べ 訪 問 回 数 ５，９９２回   ７，８１１回   

延べ訪問時間数 ５２６１．３時間  ７３８０．３時間  

（３）指定訪問入浴介護事業所 … 職員７名（正規２、パート５） 

看護職員１名と介護職員２名が訪問入浴専用車輌で利用者宅を訪問し、専用の浴槽で入浴、

洗髪、健康チェックなどのサービスを提供した。事業廃止に伴い、５月より共楽苑の４件の利

用者を引き継ぐとともに、２月には、ひまわり福祉会（出雲市）より訪問入浴専用車輌の無償

譲渡を受けた。 

 平成２９年度 平成２８年度 

月平均利用者数 ２８．３名  ２５．７名  

月平均利用回数   １１６．７回  １１１．２回  

延べ訪問利用者数 １，４００名  １，３３４名  

（４）高齢者世話付住宅（シルバーハウジング）生活援助員派遣事業 

    益田市の委託を受けて、明見団地・市営須子住宅のシルバーハウジング入居者（３６世帯）

と県営久城団地のシルバーハウジング入居者（８世帯）に対し、生活援助員が毎週２回自宅
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を訪問し、安否確認や一時的な家事援助、生活指導・相談等を行った。また、毎週月・水・

木曜日、明見団地内の市営須子住宅集会所において、生活援助員協力員による高齢者の集い

を実施し、レクリエーションや生きがい活動を行った。 

（５）はつらつ介護者ふれあい支援サービス事業 

    ９月２２日、益田市からの受託により「はつらつ介護者ふれあい支援サービス事業」を実

施した。施設見学、健康体操、介護相談を行うなど介護者のリフレッシュを図った。 

（６）介護機器貸出事業 

    介護用ベッドや車いすなど、必要な世帯に貸し出し、介護者の負担軽減と利用者の福祉増

進を図った。 

 

＜美都支所＞ 

   美都支所における全介護事業所の介護保険事業収入額は、前年度比９９．７％、▲８５０千円の

減収となった。デイサービスの延べ利用者数の増加により増収（１０９．５％、４，３１１千円増）

となった一方で、春日荘における外部サービス利用型特定施設利用者の入院・退所等による訪問介

護事業の大幅な利用減が大きく影響した。（▲８７．４％、▲４，０４１千円） 

本年度から、春日荘・美寿苑・美都デイサービスセンターの３施設において、「施設ボランティ

アポイント制度」を開始した。 

（１）美都地域包括支援センター … 職員２名（正規２） 

益田市からの委託を受け、介護予防ケアマネジメントや包括的支援事業等の実施を通じて、

地域住民の心身の健康の保持や生活の安定のために必要な援助を行うとともに、保健医療の向

上と福祉の増進を包括的に支援した。また、毎月「美都地域ケア会議」を開催し、個別事例の

検討を通じて、美都地域における地域包括ケアシステムの構築に向けて協議を重ねた。 

 平成２９年度 平成２８年度 

実 相 談 者 数 １０８名  １２６名  

延 べ 相 談 件 数   １３９件  １７１件  

介護予防ケアプラン作成   

 月平均利用者数 ３３．６件  ４４．３件  

延べ利用者数 ４０３件  ５３１件  

虐 待 通 報 件 数 １件  ２件  

虐 待 認 定 件 数 ０件  ０件  

（２）美都町居宅介護支援事業所 … 職員２名（正規１、嘱託１） 

    要介護者等からの相談・依頼を受けて、適切な介護サービス等が利用できるように、サービ

ス事業所や関係機関と連携・調整し、居宅サービス計画（ケアプラン）の作成等を行った。ま

た、益田市の委託を受け、要介護認定調査事業に取り組んだ。 

 平成２９年度 平成２８年度 

月平均利用者数 ４２．０名  ３２．４名  

延べ利用者数 ５４０名  ３８９名  

（３）美都町ホームヘルパーステーション … 職員９名（正規１、嘱託１、パート７） 

    身体介護や生活援助が必要な家庭にホームヘルパーを派遣し、食事・排泄介助、調理、洗濯

等のサービスを提供した。 

 平成２９年度 平成２８年度 

月平均利用者数 ２６．５名   ２７．７名   

月平均訪問回数   ２１５．１回   ２２７．１回   

月平均訪問時間数 １８８．２時間  １９１．６時間  
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延 べ 訪 問 回 数 ２，５８１回   ２，７２５回   

延べ訪問時間数 ２２５８．３時間  ２２９９．３時間  

（４）益田市立美都デイサービスセンター … 職員１２名（正規２、嘱託５、パート５） 

    在宅での生活に支障のある要支援・要介護高齢者に対し、デイサービスセンターにおいて、

介護、入浴、食事等のサービスや介護予防に効果のあるサービスなどを提供した。 

 平成２９年度 平成２８年度 

月平均利用者数 １９．６名  １８．８名  

月平均利用回数   ５０５．８回  ４８５．１回  

延べ利用者数 ６，０７０名  ５，８２１名  

（５）益田市立特別養護老人ホーム美寿苑 … 職員３０名（正規１０、嘱託５、パート１５） 

特別養護老人ホームの特性や機能を活かし、入居者・利用者の立場に立った質の高いサービ

ス提供に努めるとともに、地域の協力を得ながら、適正かつ効率的な施設経営に努めた。 

その中で、昨年度の給食調理業務入札手続きの遅れにより、４月１日から２５日までの間、

直営で給食調理業務を実施することとなったが、職員の協力により無事においしい食事を提供

することができた。 

また、毎週火曜日、益田市が推進する「いきいき百歳体操」を取り入れ、美都地域の高齢者

の健康づくり、生活支援、社会参加を目的としたサロン「暖暖茶の間」を開催した。 

  ①介護老人福祉施設〔入所定員３０名〕 

 平成２９年度 平成２８年度 

月平均利用者数 ３０．４名  ３０．７名  

定 床 利 用 率   ９８．９％  ９８．５％  

平 均 介 護 度 ４．３９  ４．１５  

 ②短期入所生活介護事業（ショートステイ）〔利用定員６名〕 

 平成２９年度 平成２８年度 

月平均利用者数 ２０．５名  ２０．８名  

延べ利用日数 １，９６８日  １，９９４日  

定 床 利 用 率   ８９．７％  ９１．１％  

平 均 介 護 度 ２．２５  ２．０６  

（６）益田市立老人ホーム春日荘 … 職員２８名（正規８、嘱託１４、パート６） 

養護老人ホームの特性や機能を活かし、入居者一人ひとりが安全で安心した生活が送り続け

られるように、地域住民の協力のもと、施設の適正な管理経営に努めた。また、外部サービス

利用型特定施設として、入居者のニーズや心身の状態に応じて、訪問介護や通所介護等の介護

保険サービスの利用を促進した。 

  ①養護老人ホーム〔入所定員５０名〕 

  ②外部サービス利用型特定施設 

月平均利用者数 平成２９年度 平成２８年度 

特 定 施 設 ２８．０名  ２９．９名  

訪 問 介 護 ２８．０名  ２９．９名  

通 所 介 護   ５．９名  ４．８名  

福祉用具貸与 １６．４名  １７．８名  

（７）配食サービス事業 

    益田市の受託事業として、毎週火・金曜日（週２回）、一人暮らし高齢者や高齢者のみ世帯

で、自分で調理することが困難な利用者に、配食ボランティアの協力を得て弁当を配り、安否
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確認を行った。 

 平成２９年度 平成２８年度 

月平均利用者数 １４．４名  １５．９名  

月平均利用回数   ７７．９回  ９７．８回  

延べ利用者数 ９３５名  １，１７４名  

（８）外出支援サービス事業（移送サービス） 

    益田市からの委託を受け、寝たきりや重度障害のため、自力での移動が困難な方を病院等

へ移送した。 

 平成２９年度 平成２８年度 

月平均利用者数 ０．３名  ０．４名  

月平均利用回数   ０．３回  ０．４回  

延べ利用者数 ４名  ５名  

（９）福祉用具貸与事業 

    必要な世帯に、常備している介護用ベッド、エアーマット、車いす、杖等の介護機器や、

チャイルドシート、ジュニアシート等の子育て用品の貸し出しを行った。また、共同募金助

成金を活用し、福祉用具の消毒・修繕を行った。 

 

＜匹見支所＞ 

   匹見支所における全介護事業所の介護保険事業収入額は、前年度比９６．８％、▲６，０３２千

円の減収となった。特別養護老人ホームもみじの里における短期入所の減収（▲８１．２％、▲４，

５４４千円）が主な要因だが、１月にインフルエンザＢ型の感染が拡大したことから、短期入所の

受入中止（７名、延べ２９日）による影響が大きかった。 

（１）匹見地域包括支援センター … 職員２名（正規２） 

益田市からの委託を受け、介護予防ケアマネジメントや包括的支援事業等の実施を通じて、

地域住民の心身の健康の保持や生活の安定のために必要な援助を行うとともに、保健医療の向

上と福祉の増進を包括的に支援した。また、毎月「匹見地域ケア会議」を開催し、個別事例の

検討を通じて、匹見地域における地域包括ケアシステムの構築に向けて協議を重ねた。「匹見

でつろうて暮らす７か条」を作成し、全戸配布やポスター掲示等により周知に努めた。 

 平成２９年度 平成２８年度 

実 相 談 者 数 ４４名  ７７名  

延 べ 相 談 件 数   １２０件  １９６件  

介護予防ケアプラン作成   

 月平均利用者数 ３７．８件  ４６．７件  

延べ利用者数 ４５４件  ５６０件  

虐 待 通 報 件 数 １件  ０件  

虐 待 認 定 件 数 ０件  ０件  

（２）匹見居宅介護支援事業所 … 職員２名（正規２） 

 平成２９年度 平成２８年度 

月平均利用者数 ３７．８名  ３４．８名  

延べ利用者数 ４５３名  ４１８名  

（３）匹見指定訪問介護事業所 … 職員７名（正規１、嘱託１、パート５） 

 平成２９年度 平成２８年度 

月平均利用者数 １７．９名   ２０．８名   
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月平均訪問回数   １０９．０回   １３１．４回   

月平均訪問時間数 ９６．１時間  １３９．２時間  

延 べ 訪 問 回 数 １，３０８回   １，５７７回   

延べ訪問時間数 １１４１．３時間  １６７０．３時間  

（４）通所介護事業（デイサービスセンター） … 職員６名（正規３、嘱託１、パート２） 

①匹見指定もみじ通所介護事業所〔月・火・水・金曜日〕 

 平成２９年度 平成２８年度 

月平均利用者数 １０．６名  １０．７名  

月平均利用回数   ３４．２回  ３５．１回  

延べ利用者数 ２，１６５名  ２，１８０名  

②匹見指定通所介護事業所〔木曜日〕 

 平成２９年度 平成２８年度 

月平均利用者数 ８．９名  ８．２名  

月平均利用回数   １０．７回  １０．１回  

延べ利用者数 ４６３名  ４１７名  

（５）益田市立特別養護老人ホームもみじの里 … 職員２９名（正規１６、嘱託１１、パート２） 

  ①介護老人福祉施設〔入所定員３０名〕 

 平成２９年度 平成２８年度 

月平均利用者数 ３０．８名  ３０．５名  

定 床 利 用 率 ９７．４％  ９６．８％  

平 均 介 護 度 ３．８９  ３．９２  

  ②短期入所生活介護事業（ショートステイ）〔利用定員８名〕 

 平成２９年度 平成２８年度 

月平均利用者数 １８．７名  ２１．８名  

延べ利用日数 ２，０４６日  ２，５５０日  

定 床 利 用 率   ７０．１％  ８７．３％  

平 均 介 護 度 ２．０６  １．８９  

（６）益田市立匹見高齢者生活福祉センターふれあいの園 … 職員７名（正規１、嘱託２、パート４） 

高齢により独立した生活に不安のある方の生活の場として、地域住民やボランティア団体等

の協力のもと、匹見高齢者生活福祉センターの適正な管理運営に努めた。（入所定員１２名） 

また、毎週木曜日、デイサービス事業を実施した。 

（７）配食サービス事業 

益田市の受託事業として、毎週水曜日（月４回）、民生児童委員・配食ボランティアの協力

を得て、一人暮らし高齢者または高齢者のみ世帯で、自分で調理することが困難な利用者宅を

訪問し、調理ボランティアが作った弁当を届け、安否確認を行った。 

 平成２９年度 平成２８年度 

月平均利用者数 １９．０名  ２０．７名  

月平均利用回数   ６２．９回  ６７．９回  

延べ利用者数 ７５５名  ８１５名  

 

５．社協基盤の強化 

（１）組織運営 

    社協事業の効率的・効果的な推進のため、毎月１回、運営会議、支所連絡会議を開催すると
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ともに、理事会（５回）、評議員会（３回）を開催した。 

社会福祉法の改正に伴い、４月１日の新定款施行により、同日から新評議員２８名の任期が

スタートした。６月には任期満了に伴う役員改選により、理事１５名、監事３名及び顧問１名

が選任されるなど、新たな役員体制がスタートした。また、７月１日付で組織改編を行うとと

もに、それに伴う人事異動を行った。３月には、平成１８年から常務理事であった福原正巳理

事の辞任による退任に伴い、新たに寺戸紳児理事が選任された。 

苦情処理実施要領に基づき委嘱している第三者委員（本所・美都・匹見担当各２名）の任期

満了に伴う改選に合わせて、第三者委員との意見交換会を開催した。委員全員を一堂に会して

の全体開催と担当地区別開催をそれぞれ実施し、苦情解決に係る制度確認や状況報告と意見交

換を行った。（苦情受付・解決件数５件） 

新たに春日荘の一部の職員が、公共関連職場で働く労働者が一人でも加入できる労働組合、

日本自治体労働組合総連合（自治労連）・しまね公共サービス関連労働組合に加入したことに

伴い、申し入れのあった要求書に基づき、団体交渉を１０月３０日と１２月２２日に行った。 

○理事会 

 会議名・開催日 主 要 議 題 

１ 第１９９回理事会 

５月３０日(火) 

・平成２８年度益田市社会福祉協議会事業報告及び一般会計資金収支決算

の承認について（監査報告） 

・平成２９年度一般会計資金収支補正予算第１号の承認について 

・益田市社会福祉協議会役員及び評議員の報酬等に関する規程の制定につ

いて 

・益田市社会福祉協議会会員規程の改廃について 

・益田市社会福祉協議会評議員候補者の推薦について 

・定時評議員会の開催について 

２ 第２００回理事会 

６月２６日(月) 

・会長、副会長、常務理事の選定について 

・顧問の選任について 

・益田市社会福祉協議会における組織改編について 

・益田市社会福祉協議会職員の人事異動について 

・益田市社会福祉協議会事務局規程の一部改正について 

・益田市社会福祉協議会部会設置規程の一部改正について 

・益田市社会福祉協議会部会及び委員会委員等の費用弁償に関する規程の

制定について 

３ 第２０１回理事会 

２月８日(木) 

・平成２９年度一般会計資金収支補正予算第２号の承認について 

・益田市社会福祉協議会経理規程の一部改正について 

・益田市立匹見保育所運営規程の制定について 

・第１１８回評議員会の開催について 

４ 第２０２回理事会 

３月２０日(火) 

・平成２９年度一般会計資金収支補正予算第３号の承認について 

・第３期益田市地域福祉計画・地域福祉活動計画の策定について 

・就業規則の一部改正について 

・職員の給与及び退職手当規程の一部改正について 

・役員及び評議員の報酬等に関する規程の一部改正について 

・益田市立匹見保育所運営規程の一部改正について 

・平成３０年度益田市社会福祉協議会事業計画(案)の承認について 

・平成３０年度一般会計資金収支予算(案)の承認について 

・職員の人事異動について 



- 15 - 

・第１１９回評議員会の開催について 

５ 第２０３回理事会 

３月３０日(金) 

・常務理事の選定について 

・監事監査規程の制定について 

・職員の給与及び退職手当規程の一部改正について 

○評議員会 

 会議名・開催日 主 要 議 題 

１ 第１１７回評議員会 

（定時評議員会） 

６月２０日(火) 

・平成２８年度益田市社会福祉協議会事業報告及び一般会計資金収支決算

の承認について（監査報告） 

・平成２９年度一般会計資金収支補正予算第１号の承認について 

・益田市社会福祉協議会役員及び評議員の報酬等に関する規程の制定につ

いて 

・益田市社会福祉協議会会員規程の改廃について 

・新理事、監事の選任について 

２ 第１１８回評議員会 

２月２３日(金) 

・平成２９年度一般会計資金収支補正予算第２号の承認について 

３ 第１１９回評議員会 

３月２９日(木) 

・平成２９年度一般会計資金収支補正予算第３号の承認について 

・第３期益田市地域福祉計画・地域福祉活動計画の策定について 

・役員及び評議員の報酬等に関する規程の一部改正について 

・平成３０年度益田市社会福祉協議会事業計画(案)の承認について 

・平成３０年度一般会計資金収支予算(案)の承認について 

・理事の退任及び選任について 

○監査会 

 会議名・開催日 主 要 議 題 

１ 決算監査 

５月１９日(金) 

・平成２８年度事業報告及び決算について 

２ 上期監査会 

１１月２２日(水) 

・平成２９年度上期事業報告及び上期決算について 

○評議員選任・解任委員会 

 開 催 日 主 要 議 題 

１ ６月５日(月) ・評議員の選任について 

○苦情解決の結果 

 受 付 日 対象事業所 申出者 受付方法 苦情内容 

１ ４月６日(木) 本所･居宅介護 利用者の家族 電話 ケアの内容に関すること 

２ ４月２２日(土) 本所･訪問介護 担当ケアマネ 電話 ケアの内容に関すること 

３ ６月２０日(火) 本所･訪問介護 担当ケアマネ 電話 ケアの内容に関すること 

４ ７月２８日(金) 本所･訪問介護 利用者の家族 電話 ケアの内容に関すること 

５ ９月６日(水) 美都デイサービス 利用者の家族 訪問時 ケアの内容に関すること 

 

（２）財務運営 

    市の厳しい財政状況の影響を受け、年々、市補助金や美都・匹見高齢者福祉施設指定管理料

の財源確保が厳しくなり、徐々に繰越金が少なくなっていく中、市に対して、市補助金や指定

管理料についての要望や照会を行った。また、利用者の確保や加算取得等介護報酬の収入増に

努めるとともに、限られた財源で効果的に事業運営を進めた。 

    自主財源の確保のため、自治会、地区社協、福祉委員等の理解と協力を得て、社協会費の増
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強に努め現状維持を保持する一方、香典返し等の善意寄附金は年々大きく減少してきている。 

○社協会費 

 平成２９年度 平成２８年度 

一般会費 １７，０１０口 １３，６０８，０００円 １７，００２口 １３，６０２，０００円 

賛助会費 ３１１口 ５９７，０００円 ３３２口 ６４４，０００円 

特別会費 ９３口 ５２０，０００円 ９９口 ５４５，０００円 

計 １７，４１４口 １４，７２５，０００円 １７，４３３口 １４，７９１，０００円 

○善意寄附金 

 平成２９年度 平成２８年度 

香典返し １４０件 ４，９９８，０００円 １６６件 ６，７８４，０００円 

見舞い返し ８件 １４５，０００円 ３件 ５０，０００円 

一般寄附 ２３件 ６１１，９３１円 ４２件 ９５８，３８０円 

計 １７１件 ５，７５４，９３１円 ２１１件 ７，７９２，３８０円 

 

（３）人材確保・育成 

美都・匹見地域高齢者福祉施設における介護職員・看護職員等の募集など、ハローワークや

県福祉人材センターへの求人登録や社協ホームページへの掲載等は行っていても、それが正規

職員の募集であってもなかなか応募がない状況が続き、人員確保に大変苦慮した。 

また、人権研修への参加義務付けと、法人内の一体感の醸成を図るために、全職員を対象と

した職員全員研修会を年２回開催した。職場内研修の実施と外部研修への積極的な参加によ

り、役職員の資質向上に努めた。そして、職員の資格取得に対し、職員資格取得祝金交付要綱

に規定する制度の活用推進により、職員のスキルアップと人材の育成・定着化に努めた。 

○職員全員研修会 

 研修名・開催日 研 修 内 容 

１ 第１回職員全員研修会 

９月２日(土) 

テーマ「働きやすい職場環境づくりのためにコミュニケーション能力をさ

らに高めよう！」 

末成会長講話、接遇研修 

２ 第２回職員全員研修会 

３月２１日(水･祝日) 

テーマ「生活に不自由を感じる人への支援のあり方について学び考えよ

う！」 

視覚障がい者への支援のあり方についての講演・実習 

 

 

（※上記施設・事業所に記載する職員数は、平成３０年３月３１日現在の人数） 


